
危険有害性情報：

・ 極めて可燃性／引火性の高いガス

・ 高圧ガス：熱すると爆発するおそれ

・ 眠気又はめまいのおそれ

・ 長期にわたる、又は反復ばく露による中枢神経系の障害のおそれ

注意書き：

【安全対策】

・ 熱／火花／裸火／高温のもののような着火源から遠ざけること。－禁煙

・ 屋外、換気の良い場所でのみ使用すること。ガス/スプレーの吸入を避けること。

【応急措置】

・ 漏洩ガス火災の場合には：漏洩が完全に停止されない限り消火しないこと。

　　・　 大量に吸引した時は酸素欠乏措置を、高濃度で吸引すると一呼吸で意識を失う。

少量の時は空気の新鮮な場所に移し休憩を。必要に応じ医師の手当を受ける。

　　・　 液体のまま皮膚に付着した場合、凍傷の手当を行う。

・ 眼に入った時は清浄な水で十分洗浄する。飲み込んだ時は吸入、もしくは皮膚に

付着した場合に準ずる。

【応急措置を行う者の保護に必要な注意事項】

・ 液状のガスが漏えい、噴出している場所では酸素濃度が低下している可能性が

あるので換気を行う、また凍傷を防ぐため保護具を着用する。

・ 漏えいガスが空気中の約1.8～9.5％で着火源があると爆発する恐れがあるので

換気をする。屋外であれば噴霧ノズルなどで散水し拡散させ爆発防止を図る。

【火災時の措置】

・ 小火災時：二酸化炭素、ABC又はBC粉末消火剤。大火災時：散水、噴霧水。

棒状注水は使用禁止。

・ ガスの供給を断ち、噴霧水等で散水して周辺を冷却して延焼防止を図る。周辺

火災の場合は容器を安全な場所に移す。

・ ガス流出防止可能時：消火剤にて消火。流出防止不可時：消火せず鎮火を待つ。

【保管】

・ 日光から遮断し、温度を40℃以下に保ち換気の良い場所で保管すること。

・ 部外者が立ち入らない場所に保管すること。

【廃棄】

・ 使用済の容器は速やかに販売事業者に返却すること。

連絡先

プロパン・オートガス（Liquefied　Petoroleum　Gas）

危　険

安全に対処できるなら着火源を除去する。


